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１
月
28
、
29
日
の
２
日
間｢

第
３

回
こ
ど
ま
り
冬
物
語
ツ
ア
ー｣

が
行

わ
れ
ま
し
た
。

小
泊
の
冬
季
観
光
の
活
性
化
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
今
年
も
東
京
都
や
函
館
市
、

県
内
各
地
か
ら
43
人
が
参
加
し
ま
し

た
。28

日
午
後
、
す
く
す
く
こ
ど
ま
り

館
に
到
着
し
た
一
行
は
ス
タ
ッ
フ
の

歓
迎
を
受
け
た
後
、
芸
術
的
に
凍
り

つ
い
た
七
ッ
滝
や
青
岩
海
岸
を
散
策

し
て
冬
の
荒
波
を
間
近
で
体
験
し
ま

し
た
。

夜
は
日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー
で
の

交
流
会
。
川
山
光
則
観
光
協
会
会
長

が
開
会
の
挨
拶
、
小
野
町
長
が
歓
迎

の
挨
拶
を
し
た
後
、
葛
西
徳
男
う
み

ど
り
ー
む
振
興
公
社
理
事
長
の
乾
杯

で
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

料
理
は
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
、
イ
カ
・
マ
グ
ロ
・
タ
イ

の
刺
身
や
モ
ズ
ク
、
タ
ラ
の
じ
ゃ
っ

ぱ
汁
、
若
生
お
に
ぎ
り
な
ど
郷
土
料

理
20
品
目
以
上
が
並
び
参
加
者
は
大

満
足
で
し
た
。
さ
ら
に
タ
コ
や
マ
グ

ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

の
料
理
が
参
加
者
の
前
で
調
理
さ
れ
、

参
加
者
は
舌
だ
け
で
な
く
目
で
も
料

理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

タ
コ
の
解
体
シ
ョ
ー
で
は
子
ど
も

達
も
恐
る
恐
る
大
ダ
コ
の
足
に
手
を

触
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
舞
台
の
上
で
は
、
小
泊
婦
人

会
の
小
泊
音
頭
や
権
現
漁
火
会
の
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
ス
タ
ッ
フ
や
ツ

ア
ー
客
も
参
加
し
て
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
と
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

翌
29
日
は
、
ラ
イ
オ
ン
海
道
や
徐

福
の
里
公
園
、
小
説｢

津
軽｣

の
像

記
念
館
な
ど
の
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
す
く
す
く
こ
ど
ま
り

館
の
玄
関
前
で
熱
燗
を
片
手
に
タ
コ

や
ス
ル
メ
な
ど
を
あ
ぶ
っ
て
海
の
珍

味
を
堪
能
し
つ
つ
、
耐
寒
体
験
を
し

ま
し
た
。

２
日
間
の
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
参

加
者
は
、
小
泊
の
冬
景
色
と
美
味
し

い
料
理
を
満
喫
し
、
盛
況
の
う
ち
に

こ
ど
ま
り
冬
物
語
ツ
ア
ー
は
終
了
し

ま
し
た
。
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２
月
12
日
、
パ
ル
ナ
ス
に
お
い
て

第
１
回
中
泊
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ

賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、
文
化
活
動
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
２
団
体

と
49
人
の
方
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

式
辞
で
藤
田
教
育
長
が
、｢

受
賞

を
契
機
に
よ
り
一
層
精
進
し
て
、
今

後
も
活
躍
し
て
く
だ
さ
い｣

と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
小
野
町
長
が
、｢

『

文

武
両
道』

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
と
も
に
盛
ん
な
町
に
な
っ

て
ほ
し
い｣

、
成
田
県
議
会
議
長
が
、

｢

中
泊
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
が
、

県
ス
ポ
ー
ツ
界
の
原
動
力
に
な
っ
て

ほ
し
い｣

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
葛
西
未
奈
美
さ
ん
が
、｢

受
賞
を

励
み
に
よ
り
一
層
努
力
し
て
、
中
泊

町
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す｣

と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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�
�川

島

琴
美(

中
里
中
３
年)

小
野

夕
佳(

中
里
中
３
年)

成
田

聖
奈(

中
里
中
３
年)

加
賀
田
知
里(

中
里
中
２
年)

下
山
佳
菜
絵(

中
里
中
２
年)

三
上
歩
乃
佳(

小
泊
小
３
年)

笹
山

実
聖(

小
泊
小
６
年)

加
藤
奈
保
子(

弘
実
高
３
年)





�野

上

祐
雅(

薄
市
小
１
年)



�
�宮

本

遼
一(

木
高
車
分
３
年)

�
�
�
�
	

中
里
体
育
協
会
陸
上
競
技
部

中
里
体
育
協
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
部

�
�
�
�
	



�
�
�
�

古
川

真
也(

中
里
小
６
年)

成
田

隆
星(

薄
市
小
６
年)



�
�
�
�

打
越

奎
也(

中
里
小
３
年)



�
�
�
�

福
士

鈴
奈(

薄
市
小
２
年)

高
杉

大
成(

薄
市
小
３
年)

高
杉

愛
理(

薄
市
小
６
年)

神
成
実
菜
美(

薄
市
小
６
年)

�
�
�
�
	



�
�
�
�

宮
越

尚
也(

中
里
中
１
年)

鈴
木

功
也(

中
里
中
３
年)

三
上

直
樹(

金
高
市
浦
分
１
年)

松
谷

光(

金
高
市
浦
分
３
年)

塚
本

馨(

金
高
市
浦
分
３
年)

藤
�

弘
達(

金
高
市
浦
分
３
年)

赤
石

樹
哉(

弘
実
高
１
年)

石
川

功
大(

弘
実
高
１
年)

山
本

勇
樹(

五
工
高
２
年)

葛
西
未
奈
美(

木
造
高
３
年)

高
橋
佳
太
郎(

法
政
大
１
年)

野
呂

透(

中
里
体
育
協
会)

野
上

新
二(

中
里
体
育
協
会)

川
浪

晋
司(

中
里
体
育
協
会)

下
山

達
彦(

中
里
体
育
協
会)

長
内

哲(

中
里
体
育
協
会)

田
中

貢(

中
里
体
育
協
会)



�
�
�
�
 
�
�

加
藤

剛
士(

五
一
高
１
年)



�
�
�
�

伏
見

鴻(

中
里
中
１
年)

小
寺

亮
栄(

中
里
中
３
年)



�
�
�
�

青
山

翔
飛(

中
里
中
２
年)

福
士

大
智(

中
里
中
２
年)

渋
川

侑
史(

中
里
中
２
年)

高
杉

太
一(

中
里
中
２
年)



!
"
#
$
%
&
�
�

小
野

竜
寛(

中
里
中
３
年)

我
満

祐
衣(

中
里
中
３
年)

古
川

美
咲(

中
里
中
３
年)



'
(
)
*
+
�
�

山
本

秀(

弘
工
高
３
年)



&
,
-
�
�

毛
内

里
佳(

中
里
体
育
協
会)



.
/
0
#
1
"
$
2
*
+
�
�

岩
田

幸
一(

中
里
体
育
協
会)

工
藤

一
稔(

中
里
体
育
協
会)

小
野
圭
一
郎(

中
里
体
育
協
会)
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２
月
18
日
、
六
ヶ
所
村
総
合
体
育
館
に
お
い

て｢

第
７
回
青
森
県
・
げ
ん
ね
ん
・
ジ
ュ
ニ
ア

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト｣
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
14
市
町
村
の
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、｢

一

般
参
加
部
門(

ロ
ボ
相
撲)｣
初
級
部
門(

ロ

ボ
サ
ッ
カ
ー
Ⅱ)｣

｢

上
級
部
門(

バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ソ
ー)｣

の
３
競
技
に
分
か
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

性
能
や
操
作
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
に｢

小
泊
村
少
年
少
女
発
明
ク

ラ
ブ｣

と
し
て
発
足
し
て
か
ら
４
年
目
、
そ
し

て
３
度
目
の
ロ
ボ
コ
ン
挑
戦
で
初
め
て
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
全
部
門
で
の

入
賞
と
い
う
こ
と
で
、
会
員
・
指
導
員
も
大
喜

び
で
し
た
。

こ
れ
を
励
み
に
来
年
度
も
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
、
ど
ん
ど
ん
入

会
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�

�
�

�
�

	横
野

翔(

小
泊
小
５
年)

�
�

�
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�
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最
強
ト
リ
プ
ル
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
チ
ー
ム

川
山
大
地
・
佐
藤
圭
介
・
山
崎
雄
大

(

小
泊
小
６
年)

小
泊
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
チ
ー
ム

外
崎
翔
平
・
成
田
松
永
・
三
上
大
輝

(

小
泊
小
６
年)

�
�

�
�

�
�



�



�

�
�

	

甦
る
空
チ
ー
ム

佐
藤
浩
由
・
佐
藤
僚
太(

小
泊
中
２
年)

２
月
12
日
、
パ
ル
ナ
ス
に
お
い
て
中
泊
町
生

涯
学
習
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
藤
田
教
育
長
の
挨
拶
の
後
、
岩

木
山
麓
で
、
心
尽
く
し
の
手
料
理
と
自
然
な
対

話
で
、
生
き
る
こ
と
に
疲
れ
た
人
の
心
に
喜
び

と
勇
気
を
与
え
て
い
る｢

森
の
イ
ス
キ
ア｣

を

主
宰
す
る
佐
藤
初
女
さ
ん
が｢

食
を
通
し
て
育

む
い
の
ち
〜
す
べ
て
に
命
が
あ
る
〜｣

と
題
し

た
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
佐
藤
さ
ん
は｢

食
の
大
切
さ｣

や｢

心
を
込
め
た
美
味
し
い
お
む
す
び
の
に
ぎ

り
方｣

な
ど
に
つ
い
て
１
時
間
に
わ
た
っ
て
話

し
ま
し
た
。

講
演
の
あ
と
、
事
前
に
募
集
し
た
親
子
30
組

を
対
象
に
お
む
す
び
の
実
演
を
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
流
の
お
む
す
び
は
、
茶
碗
に
よ
そ
っ

た
１
個
分
の
ご
飯
の
山
を
木
の
ま
な
板
に
の
せ

ま
す
。
に
ぎ
る
前
に
手
に
塩
を
ま
ぶ
し
、
米
粒

を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
ふ
ん
わ
り
と
に
ぎ
り
ま

す
。
最
後
に
４
つ
切
り
に
し
た
の
り
２
枚
を
上

下
か
ら
合
わ
せ
、
角
と
角
を
ず
ら
し
て
ご
飯
が

見
え
な
い
よ
う
し
ま
す
。

参
加
し
た
親
子
は
、
佐
藤
さ
ん
の
独
特
な
に

ぎ
り
方
を
ま
ね
な
が
ら
、
心
を
込
め
て
お
む
す

び
を
に
ぎ
り
、
で
き
あ
が
っ
た
お
む
す
び
は
と

て
も
美
味
し
い
と
好
評
で
し
た
。
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１
位

今

翼(

中
里
小
２
年)

２
位

外
�
達
矢(

中
里
小
２
年)

３
位

浅
野
生
士(

薄
市
小
１
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



１
位

伏
見
有
史(

中
里
小
４
年)

２
位

三
上
壱
星(

中
里
小
４
年)

３
位

松
谷
智
生(

中
里
小
３
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



１
位

成
田
隆
星(

薄
市
小
６
年)

２
位

東
山
公
真(

中
里
小
５
年)

３
位

相
馬
真
樹(

中
里
小
５
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�



１
位

三
上
朝
賀(

中
里
小
２
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�



１
位

長
谷
川
久
美
子

(

中
里
小
４
年)

２
位

澤
田
有
紀(

薄
市
小
３
年)

３
位

谷
紗
弥
子(

薄
市
小
３
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�


�

１
位

今
亜
利
沙(

中
里
小
６
年)

２
位

今

美
乃(

中
里
小
５
年)

３
位

葛
西
幸
菜(

中
里
小
５
年)

�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�

１
位

伏
見
有
史(

中
里
小)

�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�

１
位

松
谷
一
輝(

中
里
小)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１
位

今

美
乃(

中
里
小)

�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�

１
位

伏
見
俊
哉(

中
里
小)

２
位

田
中
明
斗(

中
里
小)

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

１
位

鈴
木
隆
盛(

中
里
小
１
年)

２
位

松
谷
隆
貴(

中
里
小
１
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

１
位

小
寺
匡
哉(

薄
市
小
３
年)

２
位

三
上
壱
星(

中
里
小
４
年)

３
位

松
谷
智
生(

中
里
小
３
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

１
位

竹
谷

涼(

中
里
小
５
年)

２
位

相
馬
真
樹(
中
里
小
５
年)

３
位

坂
田
直
也(
中
里
小
５
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�

１
位

秋
元
咲
穂(

中
里
小
２
年)

２
位

田
中
未
音(

中
里
小
２
年)

３
位

三
上
朝
賀(

中
里
小
２
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�

１
位

谷
紗
弥
子(

薄
市
小
３
年)

２
位

長
谷
川
久
美
子

(

中
里
小
４
年)

３
位

三
上

葵(

武
田
小
３
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�

１
位

小
寺
千
尋(

薄
市
小
５
年)

２
位

秋
元
祐
乃(

中
里
小
５
年)

３
位

葛
西
幸
菜(

中
里
小
５
年)

�
�
�
�
�
�
�

１
位

秋
元
丈
一
郎(

薄
市
小
５
年)

２
位

竹
谷

涼(

中
里
小
５
年)

３
位

工
藤

舞(

中
里
小
５
年)

こ
の
ほ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ

｢

ふ
み
ふ
み
会｣

(

葛
西
美
奈
子

代
表)

は
、
五
所
川
原
市
に
あ
る
身

体
障
害
者
療
護
施
設｢

第
二
う
ち
が

た｣
(

藤
本
隆
園
長)

と
中
泊
町
社

会
福
祉
協
議
会(

加
藤
久
宜
会
長)

に
車
い
す
を
２
台
贈
り
ま
し
た
。

｢

ふ
み
ふ
み
会｣

は
会
員
27
名
で
、

空
き
缶
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
車
い
す

を
購
入
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
ま
で
５
台
の
車
い
す
を
購
入
し
、

施
設
や
関
係
機
関
等
へ
贈
っ
て
い
ま

す
。以

前
に
も
同
協
議
会
へ
車
い
す
を

贈
っ
て
お
り
、
今
回
が
２
度
目
と
な

り
ま
し
た
。

葛
西
代
表
は
、｢

今
ま
で
５
台
の

車
い
す
を
購
入
で
き
た
の
も
、
た
く

さ
ん
の
人
の
協
力
の
お
か
げ｣

と
話

し
て
い
ま
し
た
。

�
�
�

�
 
!
"
�
#
$
�
%
&
�
'
(

)
*
�
+
,
-
.

会
員
６
名
来
園
。
居
室
を
回
り
入

所
者
へ｢

バ
ス
タ
オ
ル｣

を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
 
/
0
1


2
3
(

)
*
�
/
0
1


4
5
6
7
�

一
行
４
名
来
園
。
今
回
初
め
て
の

慰
問
で
、
手
踊
り
、
民
謡
、
三
味
線

を
１
時
間
に
わ
た
り
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

�
 
8
9
:
;
<
=
(

)
*
�
>
�
;
�

会
員
19
名
来
園
。
今
回
初
め
て
の

慰
問
で
、
舞
踊
、
手
踊
り
を
１
時
間

に
わ
た
り
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
 
?
@
A
B
B
C
D
=
E
!
F
>

G
H
=
(

)
*
�
I
J
K
L
M

会
員
14
名
来
園
。
民
謡
、
三
味
線
、

手
踊
り
を
１
時
間
に
わ
た
り
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�

�
 
8
9
:
;
<
=
(

…
洗
顔
タ
オ
ル
80
枚
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(

２
月
11
日
・
宮
野
沢
ス
キ
ー
場)

�
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�
�
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国
民
健
康
保
険
小
泊
診
療
所
の
歴

史
は
、
小
泊
村
閉
村
記
念
誌
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
小
泊
村
年
表
に
よ
る
と
、

昭
和
24
年
に
開
設
。
28
年
に
字
浜
野

48－

２
に
新
築
。
47
年
に
は
診
療
所

下
前
分
所
を
開
設
。
そ
の
後
平
成
９

年
に
字
浜
野
か
ら
現
在
の
字
朝
間
へ

新
築
移
転
し
ま
し
た
。
新
し
い
診
療

所
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併

設
す
る
形
で
、
入
院
病
床
19
床
を
有

し
、
平
日
の
午
前
と
午
後
に
内
科
・

小
児
科
・
皮
膚
科
と
歯
科
の
診
療
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
と
と
し
平
成
16
年
に
そ
れ
ま
で

10
年
間
勤
め
て
い
た
前
所
長
が
９
月

末
で
退
任
。
後
任
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
た
め
常
勤
医
が
不
在
と
な
り
、
10

月
か
ら
昨
年
の
３
月
ま
で
は
内
潟
診

療
所
の
野
上
先
生
と
武
田
診
療
所
の

市
村
先
生
に
よ
る
半
日
診
療
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
４
月
１
日
、
山
田
悦

輝
先
生
が
所
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
、

常
勤
医
が
復
活
し
ま
し
た
。

山
田
所
長
は
田
子
町
で
生
ま
れ
、

弘
前
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
約
30
年

間
静
岡
県
内
の
病
院
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
１
年
間
の
大
畑
病
院
勤
務

を
経
て
小
泊
診
療
所
長
と
な
り
ま
し

た
。以

来
現
在
ま
で
、
入
院
病
床
は
廃

止
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
従

来
通
り
平
日
の
午
前
と
午
後
に
診
療

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
日
に
80
人
〜
100
人
、
多
い
時
は

140
人
ほ
ど
の
患
者
さ
ん
が
受
診
に
訪

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
１
週

間
か
２
週
間
に
１
度
は
４
、
５
軒
を

回
っ
て
往
診
も
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
働
く
場

が
少
な
い
の
で
都
会
に
出
て
い
く
若

い
人
達
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�

�
�

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
食

事
に
気
を
つ
け
た
り
、
健
康
食
品
な

ど
を
利
用
す
る
な
ど
自
分
な
り
に
考

え
て
健
康
に
気
を
使
っ
て
い
る
と
思

う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�一

人
暮
ら
し
や
老
夫
婦
だ
け
の
世

帯
が
多
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
人
達

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
医
療

を
提
供
し
た
い
。

�
�
 
!
"
�
#
$
�
�

高
齢
者
が
中
心
。
腰
痛
や
ひ
ざ
痛

の
人
が
多
い
。
冬
場
は
や
は
り
風
邪

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
多
く
な
る
。

�
%
�
&
�
'
(
)
�
*
+
�
�
�

来
年
も
こ
こ
で
働
け
る
の
は
あ
り

が
た
い
。
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
こ
と
な

く
、
赴
任
し
た
時
の
初
心
に
帰
っ
て
、

ま
た
最
初
の
頃
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
少
し
で
も
地
域
医
療
の
役
に
立

て
れ
ば
い
い
。

ま
た
小
泊
を
含
め
て
中
泊
町
は
高

齢
者
が
多
い
の
で
、
今
後
は
往
診
な

ど
の
在
宅
医
療
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
、
そ
ち
ら
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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0
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1
2
3
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�
5
6
7
�
-
.
8
9
!
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�
�
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�
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平
成
17
年
、
１
６
７
名
の
方
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
死
亡
原
因
は
左
の

と
お
り
で
す
。

一
番
多
か
っ
た
死
因
は
が
ん(

悪

性
新
生
物)

で
、
特
に
肝
臓
の
が
ん
、

大
腸
、
結
腸
の
が
ん
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

が
ん
も
早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
治

る
時
代
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
１
〜

２
年
に
一
度
は
必
ず
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
４
月
か
ら
町
の
集
団
健
診

が
始
ま
り
ま
す
。
病
院
、
職
場
な
ど

で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
は

ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
18
年
度
よ
り
、
前
立
腺
が

ん
の
検
査
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

対
象
は
50
歳
以
上
の
男
性
で
、
方
法

は
血
液
検
査
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

�� ��������������	�
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３月16日 (木)
���������

３月15日 (水)
�� ����

３月23日 (木)

�!"#$��%&��

４月５日 (水)

★予防接種､ 乳幼児健診の対象､ 受付時間等
は配布しています ｢日程表｣ をご覧下さい｡
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①
お
や
つ
は
時
間
を
決
め
て
あ
げ
て

い
る

②
お
絵
描
き
が
上
手

�

�

�
�

�
�	

�
�	


��
����


①
夜
は
お
か
し
を
食
べ
な
い

②
何
を
書
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

け
ど
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
を
し

て
勉
強
を
し
て
い
ま
す
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は｢

内
臓
脂
肪
症
候
群｣
と
訳
さ
れ
、

肥
満
に
加
え
、
軽
症
で
も
高
脂
血
症
・

高
血
圧
・
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
を
１
人
で
２
つ
以
上
持
っ
て
い

る
状
態
を
い
い
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
症
状
が
軽
度
で

も
、
こ
う
し
た
病
気
が
重
な
る
こ
と

で
動
脈
硬
化
を
急
激
に
悪
化
さ
せ
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
危
険
性

が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

肥
満メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

土
台
と
な
る
の
が
、
肥
満
で
す
。

な
か
で
も
内
臓
に
脂
肪
が
た
ま
る

｢

り
ん
ご
型
肥
満｣

(

内
臓
肥
満)

は

要
注
意
！

ウ
エ
ス
ト(

お
へ
そ
ま
わ
り)

が
、

□
男
性
85
㎝
以
上

□
女
性
90
㎝
以
上

の
方
は
内
臓
肥
満
で
す
。

肥
満
に
加
え
、
動
脈
硬
化
の
要
因

で
あ
る
次
の
状
態
に
２
つ
以
上
当
て

は
ま
る
方
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た

の
健
診
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

高
脂
血
症
予
備
軍

□
中
性
脂
肪

１
５
０
㎎
／
�
以
上

□
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

40
㎎
／
�
未
満

高
血
圧
予
備
軍

□
最
高
血
圧

１
３
０
㎜
Hg
以
上

□
最
低
血
圧

85
㎜
Hg
以
上

糖
尿
病
予
備
軍

□
空
腹
時
血
糖
値１

１
０
㎎
／
�
以
上

こ
れ
ら
の
数
値
は
、
病
気
の
診
断

基
準
よ
り
低
め
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。｢

ち
ょ
っ
と
高
め｣

｢

少
し
く
ら

い
は
平
気
か
な｣

と
思
っ
て
い
て
も
、

複
数
の
病
気
が
重
な
る
こ
と
で
動
脈

硬
化
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



動
脈
硬
化
と
は
、
心
臓
か
ら
全
身

へ
血
液
を
運
ぶ
動
脈
が
硬
く
な
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
動
脈
の
内
側
の
壁

に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
っ
て
血

管
が
狭
く
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
血

管
が
硬
く
な
っ
て
も
ろ
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
っ

た
り
、
血
の
か
た
ま
り
が
つ
ま
り
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

動
脈
硬
化
が
怖
い
の
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
な
ど
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病

気
を
招
く
た
め
で
す
。

�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
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ま
ず
は
肥
満(

内
臓
肥
満)

を
予

防
・
解
消
す
る
こ
と
で
す
。
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
１
食
生
活

①
１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
べ
る
。

②
腹
８
分
目
を
心
が
け
、
食
べ
過
ぎ

な
い

③
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

④
お
菓
子
や
甘
い
も
の
を
控
え
る

⑤
買
い
置
き
は
し
な
い

ポ
イ
ン
ト
２
運
動

①
生
活
の
中
で
積
極
的
に
体
を
動
か

そ
う

②
車
移
動
を
控
え
、
徒
歩
や
自
転
車

を
利
用

③
休
日
は
ご
ろ
寝
せ
ず
、
趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
で
体
を
動
か
そ
う

プ
ラ
ス
１
禁
煙

喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る

代
表
的
な
危
険
因
子
で
す
。
喫
煙
し

て
い
る
人
は
、
何
よ
り
も
禁
煙
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ス
２
健
診

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
的

に
健
診
を
受
け
て
数
値
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
40
歳
を
超
え
る
と
肥
満
の

割
合
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

肥
満
を
予
防
・
解
消
し
、
血
管
を
若
々

し
く
保
っ
て
、
元
気
で
活
発
な
80
歳

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら｢

青
森

県
内
広
域
予
防
接
種｣

が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
特
別
な
事
情

で
居
住
地
市
町
村
で
の
定
期
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
が
、

｢

県
内
広
域
予
防
接
種
協
力
医
療
機

関｣

に
お
い
て
、
接
種
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
機
会
を
広
げ
た
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
原
則
的
に
は
居
住
市
町
村

で
の
接
種
が
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、

利
用
す
る
に
は
次
の
要
件
に
該
当
す

る
方
と
な
り
ま
す
。

①
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
接
種

機
会
を
逃
し
た
方

②
里
帰
り
出
産
等
の
た
め
実
家
が
あ

る
市
町
村
で
接
種
を
希
望
す
る
方

③
接
種
要
注
意
者
で
他
市
町
村
に
か

か
り
つ
け
医
が
お
り
、
そ
こ
で
の
接

種
を
希
望
す
る
方

●
対
象
予
防
接
種

①
三
種
混
合

②
二
種
混
合

③
麻
疹
・
風
疹

④
Ｂ
Ｃ
Ｇ

⑤
日
本
脳
炎(

現
在
接
種
中
止)

★
ポ
リ
オ
は
対
象
外
で
す

●
接
種
手
続
き

必
ず
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
事
前
に

お
申
込
み
下
さ
い
。
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３月14日 (火)

午後１時30分～３時

場所：すくすくしたまえ館



こ
れ
ま
で
の
119
番
通
報
は
管
轄
す

る
地
域
の
消
防
署
へ
通
報
さ
れ
消
防

車
、
救
急
車
が
出
動
し
て
き
ま
し
た
。

消
防
事
務
組
合
の
再
編
に
伴
い
、

効
率
的
な
消
防
活
動
を
図
る
た
め
に

平
成
18
年
３
月
20
日
よ
り
五
所
川
原

消
防
本
部
指
令
課
の
通
信
室
一
箇
所

に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

指
令
課
で
は
通
報
を
受
け
る
と
、
た

だ
ち
に
最
寄
り
の
消
防
署
か
ら
消
防

車
や
救
急
車
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
中
泊
地
域
か
ら
携
帯
電
話

で
通
報
し
た
場
合
も
五
所
川
原
消
防

本
部
指
令
課
の
通
信
室
に
つ
な
が
り

ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
、
電
話
機
の
そ
ば
に
自

宅
の
住
所
や
、
近
く
の
目
標
物
、
そ

し
て
電
話
番
号
な
ど
の
必
要
事
項
を

書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く
な
ど
、

普
段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な
通
報

が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

※
同
時
に
病
院
照
会
の
電
話
番
号
も

変
更
に
な
り
、
五
所
川
原
消
防
署
の

職
員
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
変
更
後
の
番
号
↓
34－

４
９
９
９
】

☆
備
考
☆

中
里
地
域
・
小
泊
地
域
に
は
多
く

の
通
称
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
五
所
川
原
消
防
本
部
の
職
員
が

１
１
９
番
に
対
応
す
る
の
で
、
通
称

名
だ
け
で
は
、
場
所
の
確
認
に
時
間

が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
す
る
際
に
は
正
式

な
住
所
を
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
２
月
17
日
金
曜
日
に
五

所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
に
て
災
害
現
場
功
労
者
表
彰
式
が

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
方
は
郵
便
配
達
員

の
津
島
正
治
さ
ん
で
す
。

津
島
さ
ん
は
平
成
17
年
12
月
に
、

薄
市
の
昆
布
掛
地
区
で
郵
便
物
を
配

達
し
て
い
た
所
、
家
の
中
に
煙
が
充

満
し
て
い
る
の
に
気
付
き
、
玄
関
か

ら
中
を
覗
き
こ
ん
だ
所
、
人
が
倒
れ

て
動
け
な
い
で
い
る
の
を
発
見
し
た
。

台
所
の
方
を
見
る
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

上
に
か
け
て
あ
る
鍋
か
ら
激
し
く
煙

が
出
て
い
た
の
で
急
い
で
ガ
ス
コ
ン

ロ
を
止
め
、
元
栓
を
締
め
た
後
、
倒

れ
て
い
た
人
を
介
抱
し
、
救
急
車
を

呼
び
、
救
急
隊
へ
引
き
渡
し
ま
し
た
。

津
島
さ
ん
の
一
連
の
行
動
に
よ
り
、

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
と
同
時
に

人
命
救
助
も
さ
れ
ま
し
た
。
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農業振興地域内にある農用地を､ 農用地以外の目的
で使用する場合は､ 農用地区域からの除外手続きが必
要です｡
農用地区域からの除外等の農業振興地域整備計画変
更を希望する方は､ 次のとおり受付致します｡ 必要書
類を揃えて､ 申出期間内に提出してください｡
������平成18年４月20日 (木)
�� � ��中泊町役場産業課農業振興係

TEL 57-2111 (内線27)

平成18年４月１日から､ 金木警察署は ｢五所川原警
察署金木分庁舎｣ となります｡
金木警察署を五所川原警察署に統合し､ 五所川原警
察署金木分庁舎として現金木警察署の管内 (旧金木町・
旧中里町・旧市浦村・旧小泊村) を担当区域とします｡
新五所川原警察署は､ 本署 (現五所川原警察署) と金
木分庁舎で構成され､ 五所川原市・鶴田町・中泊町を
管轄します｡
分庁舎の体制・運用については､ 警視を総括責任者
として配置し､ ○警察安全相談係○自動車警ら係○刑
事生活安全課○交通課を配置して､ 治安水準の維持に
努めるとともに､ 運転免許証の更新等各種許認可事務
も引き続き受け付ける等､ 住民の方の利便性を確保し
ます｡

自動車税の納税通知書は､ 原則として４月１日現在
の自動車登録の住所にお届けします｡ 引越しなどで住
所が変わった場合は､ 運輸支局で住所の ｢変更登録｣
の手続きが必要です｡
この ｢変更登録｣ の手続きを３月中にできない場合
は､ 県税事務所へ電話によりお知らせいただくか､ 住
所変更届をFAXなどによりお届けください｡
住所変更届は､ 県税事務所のほか､ 各市町の窓口で
も配布しております｡ また､ 自動車税の住所変更は県
税・市町村税インフォメーションでも受付しています｡

(http://www.pref.aomori.lg.jp/zeimu/)
�	
����五所川原県税事務所総務課

TEL 34－2111 (内線209,210,211)
FAX 34－2110

��������	
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地元で生産されたものを地元で積極的に消費する地
産地消を進めるため､ 昨年秋第１弾としてお米のサン
プルを配布しアンケートを取ったところ大変好評を得
ました｡ 今後は地場流通等を検討するため消費者の皆
様にも協議に参加していただき､ アドバイスをいただ
きたいと考えております｡
そこで推進会の消費者メンバーを３名程度募集する
事となりました｡ 興味ある方もしくはご協力できる方
がございましたらご応募をよろしくお願いします｡
�
�����

・現在､ 中泊町に住所を置きお住まいの方｡
・無報酬(ボランティア)で参加できる方｡
・２ヵ月に１回 午後６時から約２時間の会議に出席
できる方
※委員の期間は１年間を予定しています｡ 尚､ 応募多
数の場合､ 当方で選考させていただきます｡

������住所・氏名・年齢・職業・電話番号をご
記入したものを郵送もしくは直接役場産
業課までお持ちください｡

������平成18年４月７日まで (７日消印有効)
�� � ��

〒037－0305 中泊町大字中里字亀山434－1
中泊町役場産業課 ｢地産地消対策推進会メンバー募集係｣

�	
����

中泊町役場産業課開発指導係
TEL 57－2111(内線26)

造林用苗木並びに特用樹・緑化木の申込みを受付し
ます｡
申込みは､ 産業課及び小泊分室に備付けの申込書に
樹種､ 本数､ 申込者氏名､ 住所､ 電話番号の記入によ
りお願いします｡
受付締切は３月17日 (金) まで｡ 苗木の配布は４月
下旬､ 中泊町役場及び小泊支所の予定です｡
�� ��

産業課林務係 伊藤 TEL 57－2111 (内線29)
産業課小泊分室 工藤 TEL 64－2111

�+�,-./012345
6789"!
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魔女の笑窪 大沢在昌(文藝春秋)
ウーマンズ・アイランド 林真理子(マガジンハウス)
超バカの壁 養老孟司(新潮社)
ペダルの向こうに 池永陽(光文社)
帰郷 辻内智貴(筑摩書房)

� �����!"#$%&

��������

���������������

関節リウマチは進行すると寝たきりの状態になって
しまうことは知られていますが､ 早期発見・早期治療
により病気をコントロールするためにはどうしたらよ
いのか､ また進行してしまった場合に外科的治療によ
りどのように改善されるのかを､ 分かりやすく専門医
であるリウマチ内科ドクターとリウマチ外科ドクター
に講演していただきます｡
�� ��平成18年３月15日 (水)

午後６時～７時30分
�� ��ふるさと交流圏民センターオルテンシア
�� � ��無料 (事前の申込みは必要ありません)
�	
��
�

整喜会定例研究会幹事 新戸部泰輔 TEL 35－3111

���������	
��


������最大荷重１トン以上のフォークリフト運
転業務

������４月３日から７日まで (５日間)
午前９時から午後６時まで
(大型特殊免許所有者は２日間の受講)

������

・学科 (社) 西北労働基準協会２階大ホール
・実技 (株) 五所川原中央青果構内

������大型特殊､ 大型・普通自動車免許所有者
�� � ��

①大型・普通自動車免許の所有者
31,470円 (テキスト代を含む)
②大型特殊自動車 (カタピラ限定付除く) 免許所有者
13,470円 (テキスト代を含む)

�� ��３月28日か定員80名に達し次第締切｡
�� � 
�(社)西北労働基準協会 TEL 35－6336
��	
��


������つり上げ荷重１トン以上の玉掛業務
������４月10日から12日まで (３日間)

午前９時から午後５時まで
������

・学科 (社) 西北労働基準協会２階大ホール
・実技 斎勝建設 (株) 構内

������満18歳以上の者
�� � ��

①21,700円 (テキスト代を含む) →免除なしの者
②18,700円 (テキスト代を含む) →受講一部免除者
※受講一部免除等詳細は協会までお問い合せくださ
い｡

�� ��４月４日か定員80名に達し次第締切｡
�� � 
�(社)西北労働基準協会 TEL 35－6336

��������	
��
��

����������������������

�� !"�#$%&

���������������

年金は､ 世代と世代の支えあいの制度です｡ あなた
が納付する保険料が高齢者世代の生活を支え､ 同時に
あなたや家族の年金権を守るためにも､ 保険料は忘れ
ずに納付しましょう｡
国民年金の給付には､ 老後の生活保障である老齢基
礎年金だけでなく､ 思わぬ事故等により障害が残った
時の障害基礎年金､ 生計を維持している人が亡くなっ
た時の遺族基礎年金があります｡ 保険料を納付期限ま
でに支払っていないと､ このような年金給付を受け取
れないことがあります｡ また､ 納付期限から2年間を
経過すると保険料を納付することができなくなるため､
将来､ 受給する老齢基礎年金の年金額が少なくなった
り､ 受け取れない場合があります｡
保険料は､ 社会保険庁から送付される ｢納付書｣ で､
金融機関・郵便局､ またはお近くのコンビニエンスス
トア､ 社会保険事務所でお支払ください｡
� !"#$%&'()#$*�+,-./0123

4��5

現在､ ２つ以上の年金を受け取る権利がある人は､
どちらかの年金を選択して受けることになっています｡
このため障害基礎年金の受給権者にとって､ 障害を持
ちながら働いて保険料を納めても､ 年金給付に反映さ
れにくい仕組みとなっていました｡
しかし平成18年４月から､ 障害者の生活基盤を強化
し､ 障害を持ちながら働いたことが評価されるように､
障害基礎年金を受けながら働いて厚生年金保険料を納
めた人は､ 障害基礎年金と老齢厚生年金を一緒に受け
ることができるようになります｡ また､ 厚生年金加入
者の夫が亡くなり障害を持った妻は､ 障害基礎年金と
遺族厚生年金を一緒に受けることができるようになり
ます｡ 詳しくは弘前社会保険事務所までお問い合せく
ださい｡ TEL 0172－27－1309

'�()�#$%&
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１月末現在(前月比)

人 口 14,936人(－９)

男 7,125人(－９)

女 7,811人( ０)

世帯数 5,150戸(＋５)

出生 ７ ／ 死亡 22

転入 20 ／ 転出 14
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